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回想：社会学研究科心理学専攻発足

TheStartingoftheFacultyofPsychology

intheGraduateSchool

Remembrance：

小 川隆＊

Ttz〃q8lLiOgcL〃ａ

卒業生であって，これが他の諸研究科と違った特色をな

している。

塾に心理学研究室を開設された横山松三郎教授はなが

く米国で実験心理学を研鑓された方で実験心理学を基本

にしたカリキュラムが学部同様大学院でも踏襲されてい

た。私も実験心理学の講義・演習を担当したが，その中

に新たに比較心理学の領域を加えることにした。内容(よ

ハーパード大学のスキナア教授が開拓された実験的行動

分析の手法を用いた研究である。米国の動物実験の伝統

ではネズミを被験体とするものが主流であったが，教授

はデンショペトを用いた所調，スキナア・ボックスを新

に考案され斬新な研究を進めていられた。旧図書館横に

小やかな実験室を建て教授から送って戴いたスキナア・

ボックスを置き実験研究をＩ１ｌｌ始したがこの研究は日本で

ははじめてのことであり，当時の新聞にも報道されたほ

どであった。院生の中にこれに参加する人達が居Ｉ)，毎

年，途だえることなく今日に及んでいる。佐藤方哉教

授，渡辺茂教授，坂上貴之助教授が塾内にあって現在

も活発な研究指導を続けていられる。実験室も何度か改

築されて行ったが現在は綱町に移転，さらに立派になっ

ている。私の定年２年前，（1979）に第４３回日本心理

学会を塾で開催することになり，スキナア教授を招き名

誉学位を贈ることもできた。塾で催された記念講演は

"Nonpunitivesociety”という表題であったが文字通

り満員の盛況であった。

大学院の実験心理学として特色ある講義は林娃蔵教授

(現名誉教授）の実験装置研究，印東太郎教授（現カリフ

ォルニア大教授）の行動数理研究であった。実験装置に

関わる具体的操作を知ること，また，単なる統計学では

なく心理学に即した資料の数理解析を行うことIま行動科

慶應義塾大学に新制の大学院として社会学研究科修士

課程が設立されたのは１９５１年４月であったが，続いて

1953年４月に博士課程が増設された。その中で心理学

は社会学と並んで専攻部門となった。私は１９５０年４月

から塾文学部の心理学の専門課程を御手伝いすることに

なり，さらに大学院の授業も担当することとなった。

１９６１年４月からは教育学専攻が開設されることlこな

り，社会学研究科は社会学，心理学，教育学の三専攻を

包括するものとなった｡

学部の心理学は当時，文学部哲学専攻の中にあった

が，大学院文学研究科の中に包含しなかったのは定かな

理由は解らないが，その頃，社会学，心理学，教育学な

どを人間関係部門（DivisionofHumanRelations）と

いう名称で一括する機運があったからかと思われる。そ

れにしても社会学というだけでは狭義に過ぎるので，人

間関係学，人間科学，行動科学などの何れかの名称とし

た方がよいという意見もあったようであるが，それらの

名称も何か当時ではなじまないこともあって適当な名称

もなく社会学研究科ということになっていた。その後，

学部の専攻では社会学，心理学，教育学が１９６３年，哲

学専攻から独立し並立した－学科を構成することにな

り，この方は各専攻名を並べて社会，心理，教育学科と

呼ぶことになったが**，大学院は現在でも社会学研究科

と呼んでいる。それで，そう呼びながらその内容は人間

関係学科と呼ばれるのに適わしいが，しかし，学部の人

間関係学科は文学部の教員からのみ構成されているが大

学院の社会学研究科は当初から今日まで一学部ではな

く，数学部の教授陣によって構成され，院生も諸学部の

＊慶應稜塾大学名誉教授

*＊現在は人間関係学科となっている．



６社会学研究科紀要

学，認知科学として成長している近来の実験心理学にと

って現代の実学の精神を示したものといえよう。

実験心理学に並んで佐原六郎教授が社会心理学，西谷

謙堂教授が発達心理学を担当されたが，この他，講師と

して大脳生理学を林露教授，精神医学を塩入円裕助教授

が医学部から兼任された。横山教授は実験心理学を基本

にした応用心理学にも力を入れて居られたので桐原保見

博士（当時労働科学研究所長）が兼任として迎えられ，

第３６号１９９３

その立醍に過ぎていたが，院生数も増加し研究発表の機

会をふやすこと，また；研究科の学事報告の必要も深ま

ったことから漸く設立１０年後（1962）社会学研究科紀

要が発刊されることになった。表紙には慶應義塾大学院

社会学研究科紀要のタイトルの下に社会学，心理学，教

育学の名称が並記された。第１号には有賀喜左衛門教授

らの諏訪市湖南南真志野村落に関する調査報告，三田演

説館で行われたジョルジ・パランディエ博士の講演要旨

と並んで心理学からは大日向達子助手（現日本女子大学

教授）佐藤方哉助手（現塾文学部教授）小谷津孝明助手

（現塾文学部教授）の論文が巻頭に掲載されている。以

来，心理学でば院生の修士論文，博士論文の一部を構成

する諸研究を含めて若い人達の研究を主とし数篇の論文

が毎号掲載されているが，これらを通覧すると何れも力

作であり今日までの学会の動向の縮図をみる思いであ

博士（当時労働科学研究所長）が兼任として迎えられ，

精神動作研究を講義された。後には大脳生理学は神経生

理学と改名，塚田裕三教授（現名誉教授）に精神医学は

小此木啓吾教授に，精神動作研究は金子秀彬教授（現常

磐大学教授)，大田垣瑞一郎教授にそれぞれ継承された。

社会学研究科でば設立時から研究発表や学事報告の機

関誌の発刊を念願していたがいろいろな事情のためその

実現が遅れていた。当初ば院生の数も少〈，研究科委員

もそれぞれの学部の紀要に投稿していたこともあって， る｡


